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　海底堆積物中のイベント堆積物，特に細粒タービダイトを用いた地震履歴の解読が世界中の様々な場所で試

みられてきている．地震履歴の解読のために適した場所は，地震のたびごとに海底堆積物の再移動現象が発生

し，再移動してきた粒子が毎回堆積する場所になる．また，例えば南海トラフ域のように百年規模の間隔で再

移動現象を起こしうる巨大地震が発生するような場所では，繰り返し堆積するイベント堆積物の間にこれらを

識別するに十分な通常時の堆積物が堆積する必要がある．地震時に海底斜面の崩壊（海底地すべり）が発生

し，その末端相としてタービダイトが形成されることがあることが報告されており，また巨大地震の際に発生

する海底ケーブルの破断事故も海底地すべりあるいはこれに派生した混濁流の流下の結果と考えられてき

た．海溝陸側斜面には多数の海底地すべり様の地形が認められるが，発生する地震に対してその数は多いとは

言えない．また，掘削コアや音響地質断面から推定される海底地すべりの発生間隔は地震の間隔に比べて有意

に大きい．一方，いくつかの場所における細粒タービダイトの堆積間隔はその場所の地震の発生間隔あるいは

津波堆積物の堆積間隔と調和的であることも知られている．このことは海底堆積物中に確認できる細粒タービ

ダイトを堆積させる機構が海底地形規模の海底地すべりの発生とは別のものである可能性を示唆する．最

近，表層堆積物の再移動が細粒タービダイトを形成する，という考えが出され，これを支持する測定・観測結

果が提出されてきた．これに基づけば，巨大地震間に斜面域に細粒タービダイトを形成するに十分な堆積物が

堆積し，それが地震のたびごとに再移動して堆積する場所が履歴研究に適した場所として選定できる．地震時

の斜面堆積物の応答と再移動する堆積物の量と細粒タービダイトが堆積する場が重要であり，堆積速度の速い

海盆が重要な研究ターゲットになる．
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